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第 10 期甲賀市介護保険事業計画・高齢者福祉計画の策定にむけて 
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2.9

0% 20% 40% 60% 80%

賃金が低い

仕事がきつい（身体的・精神的）

社会的評価が低い

職場（職員同士）の人間関係で退職する

休みが取りにくい

夜勤がある、夜間の緊急対応がある

労働時間が長い、残業が多い

結婚、出産、介護のため退職する

キャリアップの機会が不十分

定年退職者が多く補充が追い付かない

その他

わからない

無回答 全体 n=104

 過去１年間に、介護職員の採用者が「いる」事業所は104事業所中60事業所で、あわせて377
人、離職者が「いる」事業所は46事業所で、あわせて123人でした。104事業所の介護職員
総数1,364人です。また、介護職員が不足する理由「賃金が低い」が７割を超えて最も多く、
「仕事がきつい（身体的・精神的）」、「社会的評価が低い」がトップ３となっています。 

１年間の介護職員の採用者・離職者数（報告書Ｐ４～５、報告書概要版Ｐ13） 

【採用者】                           【離職者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

介護職員が不足する理由（報告書Ｐ８、報告書概要版Ｐ14） 
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職員の定着、退職防止のための取り組み状況（報告書Ｐ９、報告書概要版Ｐ15） 

 「既に取り組んでいる」は、“①採用時に業務内容・就労条件について詳細に説明する”が９
割で最も多く、“④上司による個別面談や相談体制の充実”、“②個人の希望に配慮した業務配
置・労働時間（シフト）”、“⑦産休・育休・介護休暇の取得促進”が8割を超えて続きます。 

 「今後取り組みたい」は、”⑩腰痛予防の取組”が３割弱で最も多く、“⑥職場内の仲間づくり
活動の推進”、“⑨自主的な資格取得・研修受講等スキルアップを支援（休暇付与・助成金）”、
“⑤先輩職員による担当指導制度やフォロー体制”が２割を超えて続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国人人材の受け入れについての考え（報告書Ｐ10、報告書概要版Ｐ15） 

 「現在、受け入れているが、さらに拡大したい」と「現在、受け入れていないが、受け入れを
していきたい」、「現在、受け入れているが、現状程度で維持したい」を合わせた『受け入れ意
向あり』は４割弱にのぼります。 
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0% 20% 40% 60% 80%

現在、受け入れているが、さらに拡大したい

現在、受け入れているが、現状程度で維持したい

現在、受け入れているが、縮小したい

現在、受け入れていないが、受け入れをしていきたい

現在、受け入れていないし、今後もその予定はない

無回答 全体 n=104
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2.9

2.9

2.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①採用時に業務内容・就労条件について詳細に説明する

②個人の希望に配慮した業務配置・労働時間（シフト）

③人事考課制度の実施

④上司による個別面談や相談体制の充実

⑤先輩職員による担当指導制度やフォロー体制

⑥職場内の仲間づくり活動の推進

⑦産休・育休・介護休暇の取得促進

⑧休暇を取りやすい体制

⑨自主的な資格取得・研修受講等スキルアップ

を支援（休暇付与、助成金）

⑩腰痛予防の取組

全体 n=104

既に取り組んでいる 今後取り組みたい 取り組む予定はない 無回答
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 生活機能の評価項目ごとの該当者（リス
クありの方）の割合は、全体では「認知
機能低下」が最も高く、「うつ傾向」が
僅差で続き、「転倒リスク」の順となっ
ています。 

 前回調査と比べて、「閉じこもり傾向」
が４ポイント程低くなり、これ以外は大
差ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査 前回調査

①運動器機能低下 26.1 25.9

②転倒リスク 36.7 36.3

③閉じこもり傾向 24.3 28.1

④低栄養 1.9 1.7

⑤口腔機能低下 29.2 28.0

⑥認知機能低下 43.8 44.3

⑦うつ傾向 43.3 43.8
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11.6

13.3
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

会場が遠い

送迎がない・車の運転に不安がある

忙しい

定員がいっぱい

体力面、健康面でできるか心配

知り合いが多い所には行きたくない

行くことにメリットを感じない

地域にそういう場がない

知り合いがいない

メンバーが固定していて入りにくい

興味がない

そういう場所を知らない

その他

無回答
今回調査 n=2,270
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 「特になし」と無回答を除くと、必要率は59％で、その中では「移送サービス」が30％で最
も高く、「外出同行（通院、買い物など）」、「見守り、声かけ」、「配食」と続いています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

合計 配食 調理 掃除・洗
濯

買い物
（宅配は
含まな
い）

ゴミ出し 外出同行
（通院、
買い物な
ど）

移送サー
ビス（介
護・福祉
タクシー
等）

見守り、
声かけ

サロンな
どの定期
的な通い
の場

その他 特になし 無回答

714 121 57 99 78 49 149 215 133 95 37 195 101
100.0 16.9 8.0 13.9 10.9 6.9 20.9 30.1 18.6 13.3 5.2 27.3 14.1
446 84 39 67 58 33 112 130 90 67 21 119 56

100.0 18.8 8.7 15.0 13.0 7.4 25.1 29.1 20.2 15.0 4.7 26.7 12.6
111 12 10 14 9 6 17 31 24 10 7 31 16

100.0 10.8 9.0 12.6 8.1 5.4 15.3 27.9 21.6 9.0 6.3 27.9 14.4
157 25 8 18 11 10 20 54 19 18 9 45 29

100.0 15.9 5.1 11.5 7.0 6.4 12.7 34.4 12.1 11.5 5.7 28.7 18.5
154 47 22 39 33 24 54 59 44 23 10 28 13

100.0 30.5 14.3 25.3 21.4 15.6 35.1 38.3 28.6 14.9 6.5 18.2 8.4
180 20 9 17 18 11 25 51 27 20 6 46 39

100.0 11.1 5.0 9.4 10.0 6.1 13.9 28.3 15.0 11.1 3.3 25.6 21.7
371 53 26 41 26 14 68 104 61 51 21 118 48

100.0 14.3 7.0 11.1 7.0 3.8 18.3 28.0 16.4 13.7 5.7 31.8 12.9

Ａ票問11．在宅生活の継続に必要な支援・サービス

全体

世
帯
類
型

単身世帯

夫婦のみ世帯

その他

要
介
護
度

３
区
分

要介護１・２

要介護３

要介護４・５
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47.6

39.3

36.9

32.1

31.0

26.2

26.2

17.9

11.9

1.2

2.4

7.1

0% 20% 40% 60%

短期入所生活介護などの緊急時の対応の充実

介護者家族への支援

行政による高齢者福祉施策（移送サービスや

配食サービスなど）の充実

夜間のサービスの充実

ボランティアや地域住民の生活支援（掃除、

ゴミ出し、買い物など）の充実

ボランティアや地域住民の見守りの充実

民間企業による生活支援サービス（掃除、

ゴミ出し、買い物など）の充実

介護と医療の専門職の連携

小規模多機能型居宅介護や認知症対応型共同

生活介護等の地域密着型サービスの充実

介護特別給付事業の利用

その他

無回答 全体 n=84

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


